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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行による経済・金融政策の効果等による堅調

な企業業績を背景に緩やかな回復基調が見られた一方で、消費増税前の駆け込み需要の反動減等により景気の先行

きは不透明な状況で推移しました。

当社グループの主な事業分野であります住宅関連業界につきましては、相続税対策による賃貸住宅の需要や都

市部分譲マンションへの依然高い購入意欲など、底堅さはあるものの駆け込み需要の反動が顕在化し、新設住宅着

工戸数は減少傾向に転じました。

このような環境のもとで当社グループは、各事業の営業強化を進め特色ある商品、製品の拡販に努めました。

この結果、売上高は28億７千万円（前年同期比0.7％増）、営業利益は１億６千３百万円（前年同期比16.9％

減）、経常利益は１億７千２百万円（前年同期比15.9％減）、四半期純利益は９千６百万円（前年同期比52.2％

減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

ジオテック（地盤改良）事業 

消費増税によりハウスメーカーの住宅着工数が落ち込む中、当社独自の木質杭を施工材料とする「環境パイル

工法」の大手住宅メーカーによる採用実績は引き続き増加し、また、当社開発の地盤改良関連技術や関連する部材

等の同業他社への販売にも注力しましたことから業績は堅調に推移しました。売上高は11億４千３百万円（前年同

期比2.3％減）、営業利益は２千８百万円（前年同期比39.9％増）となりました。

木材加工事業 

消費増税前の駆け込み需要の反動減から住宅着工が減少する環境下、保存木材の生産、販売数量は前年同期比

微増となりました。また、保存処理薬剤の販売は前年同期並に堅調に推移しております。売上高は10億５千１百万

円（前年同期比2.6％増）となりましたが、原材料価格高騰の売価への価格転嫁は遅れており、営業利益は５千２

百万円（前年同期比11.4％減）に止まりました。

セキュリティ機器事業 

消費増税前の駆け込み需要の反動減がありましたが食品業界の導入案件が増加するなど監視カメラの需要は引

き続き底堅く、また、増強した人員を各拠点で順次戦力化し、営業および商品サポートの強化に努めました結果、

業績は堅調に推移いたしました。売上高は３億８千２百万円（前年同期比7.0％増）、営業利益は８千万円（前年

同期比27.0％減）となりました。

石油製品事業 

ハイブリッド車の普及に伴うガソリン消費の減少、産油国の政情不安による原油価格の高騰に加え消費増税後

の節約志向等、厳しい環境下、ガソリンスタンド店頭でのフルサービスの接客強化を徹底しました結果、燃料油の

販売数量は前年同期比微増となり、売上高は２億３千１百万円（前年同期比8.4％増）、営業利益は４百万円（前

年同期比8.5％増）となりました。

その他事業 

本年４月の消費増税後、マッチ、雑貨等の需要は伸び悩み受注が減少いたしました。また、遊休地の有効利用

を目的とする太陽光発電は、売電のための準備を進めている状況です。その他事業の売上高は６千万円（前年同期

比26.5％減）、営業損失は４百万円（前年同期は営業利益０百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は77億３千１百万円であり、前連結会計年度末と比較して１億８百万円

減少いたしました。

流動資産は、現金及び預金、商品及び製品等は増加しましたが、受取手形及び売掛金、繰延税金資産の減少等

により１億１千６百万円減少いたしました。固定資産は、投資有価証券の増加等により８百万円増加いたしまし

た。

流動負債は、支払手形及び買掛金、短期借入金の減少等により２億５千２百万円減少いたしました。固定負債

は商品保証引当金の増加等により２千４百万円増加いたしました。

純資産は四半期純利益９千６百万円の計上等により前連結会計年度末から１億１千９百万円増加し、50億６千

５百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成26年４月30日発表の予想

数値から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 859 1,004 

受取手形及び売掛金 2,272 1,965 

商品及び製品 704 799 

仕掛品 0 0 

原材料 415 428 

繰延税金資産 175 111 

その他 99 100 

貸倒引当金 △3 △2 

流動資産合計 4,524 4,408 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 261 255 

機械装置及び運搬具（純額） 281 264 

土地 2,200 2,200 

リース資産（純額） 23 20 

建設仮勘定 24 14 

その他（純額） 24 29 

有形固定資産合計 2,815 2,786 

無形固定資産 19 18 

投資その他の資産    

投資有価証券 358 399 

その他 138 135 

貸倒引当金 △16 △16 

投資その他の資産合計 480 518 

固定資産合計 3,314 3,322 

資産合計 7,839 7,731 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,881 1,760 

短期借入金 145 76 

リース債務 11 11 

未払法人税等 59 16 

賞与引当金 123 61 

その他 206 250 

流動負債合計 2,427 2,175 

固定負債    

リース債務 17 14 

繰延税金負債 44 57 

退職給付に係る負債 137 135 

商品保証引当金 138 163 

資産除去債務 17 18 

その他 109 100 

固定負債合計 465 489 

負債合計 2,893 2,665 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,325 3,325 

資本剰余金 1,146 1,146 

利益剰余金 372 468 

自己株式 △4 △5 

株主資本合計 4,839 4,935 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 107 130 

繰延ヘッジ損益 0 △0 

その他の包括利益累計額合計 107 130 

純資産合計 4,946 5,065 

負債純資産合計 7,839 7,731 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 2,850 2,870 

売上原価 2,243 2,265 

売上総利益 607 605 

販売費及び一般管理費 410 441 

営業利益 197 163 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 0 3 

持分法による投資利益 0 1 

受取補償金 8 － 

受取賃貸料 1 2 

その他 1 3 

営業外収益合計 12 9 

営業外費用    

支払利息 2 0 

賃貸借契約解約違約金 1 － 

その他 0 0 

営業外費用合計 4 1 

経常利益 205 172 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

投資有価証券売却益 15 － 

特別利益合計 15 － 

特別損失    

固定資産除却損 0 0 

特別損失合計 0 0 

税金等調整前四半期純利益 220 172 

法人税、住民税及び事業税 19 11 

法人税等調整額 △0 64 

法人税等合計 18 75 

少数株主損益調整前四半期純利益 201 96 

四半期純利益 201 96 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 201 96 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △41 23 

繰延ヘッジ損益 1 △0 

その他の包括利益合計 △39 23 

四半期包括利益 161 119 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 161 119 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 

 

- 7 -

兼松日産農林(株)(7961)平成27年3月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  ジオテック 木材加工 
セキュリティ

機器 
石油製品 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
1,171 1,025 357 213 2,767 82 2,850 － 2,850 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ 108 － 10 119 － 119 △119 － 

計 1,171 1,133 357 224 2,886 82 2,969 △119 2,850 

セグメント利益 20 59 109 4 194 0 194 2 197 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種マッチ製造販売

事業等であります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去２百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  ジオテック 木材加工 
セキュリティ

機器 
石油製品 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
1,143 1,051 382 231 2,810 60 2,870 － 2,870 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ 139 － 11 151 － 151 △151 － 

計 1,143 1,191 382 243 2,961 60 3,022 △151 2,870 

セグメント利益

又は損失（△） 
28 52 80 4 166 △4 161 1 163 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種マッチ製造販売

事業等であります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去１百万円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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